
１１３大正時代 第一次世界大戦と政党内閣 

         寺内･原 
＜ 第二次 寺内 内閣＞      

 

大戦の勃発→ 金本位制を停止   

 

連合国と協調 

･連合国の求めで 地中海 に駆逐艦派遣 

 

･中華民国( 段祺瑞 政権)も連合国側に 

 立って参戦  

→ 西原借款  で段祺瑞
だんきずい

政権を支援 

  

･同じ連合国のアメリカ合衆国と協調 

…大戦中に 石井ランシング協定  

 

 

 

1917 ロシア革命  

 日本と仲良しのロシア帝国、革命で倒れる   

 

 

 →寺内、 シベリア出兵  を宣言 

 

1919 米騒動  (越中女一揆) 

  

 

＜  原敬 内閣＞ヴェルサイユの原
ばら

      

 

 

 

1918  大学令  公布 

 

 

1919 小選挙区制   導入(大政党に有利) 

 納税資格を直接国税 3円 以上に 

 ※原は普通選挙の実現には冷淡。 

 

 

 

1919 パリ講和会議  

 

1919 ヴェルサイユ条約 

 

 

南洋諸島の  委任統治権  を獲得 

 

 

 

 

 

 

1919 朝鮮  三一独立運動  

  

 

 

1919 中国  五四運動   中腰
ちゅうごし

で運動 

 

 

植民地政策の若干の修正（ 文化政治 ） 

 

 

1920 尼港事件   

 

 

 

  鉄道 の整備( 鉄道省 の設置)  

 

 

1920 戦後恐慌 

 

 

1921 原敬暗殺(東京駅)、高橋是清内閣へ 


